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メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

 

 

 

      

会長ひと言           浦出 昭吉 

～あえて選挙はくじ引きで…～ 

    自慢じゃないけど 私は選挙を棄権したことがありません。

選挙権を得て半世紀以上、国民の権利であるとか義務であるとか

なんて 大げさに考えたことはないけれど、棄権するのは手抜きを

するようで、なんとなく気が引けるというのが実感かもしれません。   

ひと昔前なら「棄権したことがない。」と言うと、良くも

悪くも議論のタネにされたことが多々ありましたが、最近では

棄権も重要な政治的意思表示だとばかりにこれを積極的に評価する

向きもあり、必ずしも私の皆勤賞を高く高く評価してくれる方々

ばかりではなくなって、時の移り変わりを思い知らされる昨今です。                   

10月20日付の朝日新聞で 北海道大学の吉田 徹教授（政

治学）が、議会は社会の縮図であるという観点から あえて 

’選挙はくじ引きで‘ と異色の提言をしている…と紹介しています。    

吉田教授によれば、「裁判員制度だって 当初 懸念ばかり

だったが 今では定着しつつある…。」として、この‘くじ引

き民主主義’に現実性なしとはしていません。…とは申せ ま

だまだ夢の中の話でしょうかね…。 

それでも、そんな風にしてできた議会を構成する議員を

「先生」と呼んだりする習慣は キレイ・サッパリと無くな

っていくだろうなぁ…と私の気分はとても明るくなってき

ていますが、ワイズの皆さんは いかがお思いでしょう…。 

 

 

 

 

 





















 

 ◎今月の聖句◎ 

「今日、ダビデの町で、あなたがたのために救い主が 

お生まれになった。この方こそ主メシアである。」 

            －ルカによる福音書2章11節－ 

“あと 何日したらクリスマスがやって来るのかなぁ…” 

この思いは、子どもたちだけでなく大人の私たちも そうした

思いを持つようになりました。自分たちにとって、将来に喜ば

しいこと、楽しいことがあるのを心待ちにする心、この‘待つ’

ことは決して無駄ではありません。落ち着きを身に着けること、

この忙しく 慌ただしくなりがちな季節に、私たちは‘待つ心’

も持ちたいものです…。 

   

強調月間  ＥＭＣ／ＭＣ 

 

何年か前から、EMCをこのように分けて強調項目とし

ています。Eの方はすでに10月の月間で済んでいますが、

Membership & Conservationは、今月の強調項目です。

会員の増強と会員の維持・啓発を意味します。この言葉は、

皆さん、耳にタコが出来るほど聞かされていると思います。 

会員の高齢化・減少は何もワイズに限らず、ロータリーや

ライオンズなどの奉仕団体も皆同じ悩みを抱えています。   

何か良い知恵を どなたかお持ちでは…。 
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 ２０１７年１２月会報 第２７８号 
         国際会長（ＩＰ） Ｈｅｎｒｙ Ｇｒｉｎｄｈｅｉｍ  (ノルウェー)                                                          

２０１7   主  題 “Fellowship ａｃｒｏｓｓ ｔｈｅ Bｏｒｄｅｒｓ” 「国境なき友情」         

スローガン“Let Us Walk ｉｎ ｔｈｅ Light-Together” 「ともに、光の中を歩もう」 

        アジア太平洋地域会長（ＡＰ）  Tung Ming Hsiao (台湾)  

     主   題  “Respect Y’s Movement”  「ワイズ運動を尊重しよう」                                    

～    スローガン 「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」 

   東日本区理事 （ＲＤ）   栗本 治郎 （熱海）   

      主  題 「広げよう ワイズの仲間」 “Extension Membership & Conservation” 

２０１8   スローガン「楽しくなければ ワイズじゃない 積極参加で 実りある奉仕」         

湘南･沖縄部部長  金子 功 （横浜） 

「Y’sの絆を強め、広げよう」 “Let‛s Tighten and Expand the Bondｓ of Y’s Men” 

クラブ会長 浦出 昭吉 「初心に帰ろう、グッドスタンディング目指して」                          

主 題        副 会 長 吉原 訓  書記 加藤 利榮  会計 小俣 妙子                  

メネット事業 吉原 和子  担当主事 長田 光玄 

 

 

       
       

 
  

 
  

 
  

 
  

 



「いのち」未来への継承』 

～私たちの地球のために～ 

“From Our Hands, 

We Pass Nature’s 

Torch” 

 

 

11月在籍者数 11月出席者数 出席率  
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C S ・ T O F ・
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(円) 

Ｂ Ａ Ｐ Ｙ 

（円） 

ロ バ 

（円） メ ン 12 メ ン 10 94％ 

メネット 8 メネット 3  前 月 迄 0 0 0 10,000 20,000 

  ゲ ス ト ら 7  当 月 0 0 0  0 

計 20 合 計 20  累 計 0 0   0 10,000 20,000 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 
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☆YMCA・い～とつか祭（第1例会振替え）報告☆         浦出 昭吉  

日 時： 2017年11月3日（金･祝） 8：30～14：30   それぞれに手に取ってみては…といつもの光景が広がってい 

場 所：  湘南とつかYMCA 1階ホール         ます。奮闘1時間が過ぎる頃、こちらのコーナーにもチラホ 

出席者:：（ゲスト）小俣･佐藤･吉原 ワイズのご友人･ご家族   ラと…。でも、こちらのお客さんは、3、6、9…といった具合 

（メ ン） 大高、長田、加藤、小俣、佐藤、鈴木   にお持ちになり、脇に置いたボール箱に百円硬貨が転がり始め 

土方、吉原、若木、浦出          めました。中には、DVDを先ほどから手に取ってみておら 

（メネット） 加藤、吉原、浦出    計）20名   れたお客さんがやおら近寄ってこられ、『これはコピーした 

‘国際･地域協力募金のために’毎年この時期に開催される  ものですね、売ってはまずいですね…。』と言われ、成程… 

標題のイベント、30年来‘晴れ’の特異日とかで今年も前日  一見して明らかにコピー品と分かり、お礼を述べて屑籠へ… 

までの予報を覆し 見事 秋晴れの一日となりました。     といった場面もありました。 

 その前日の２日は、吉原和子さんお書きのように‘値付け’  ‘戦いすんで日が暮れ’るには まだ少々間がありましたが、 

で午後の半日を費やし、毎年のことながら クラブにとっては  次のプログラムを控えていることから、これまた例年の様に 

この２日間、大事な そして見過ごせない‘ひと時’です。   早めの閉店ということで、残りの図書を段ボール箱に戻して…、 

8時30分に玄関ホールに集合、‘今日一日頑張ろう’の掛け声  無事（？）終了と相成りましたが、図書の方の売れ行きは、 

と全員集合写真に収まって さぁ幕開け、時に9時5分を指して 昨年より‘やや良’かな…と思われました。 

います。2年ほど前から、‘市’の開門を30分早め 9：30～と  帰路、仲間何人かと近くの喫茶店で健闘を讃え合い(？)ました。 

したので チョット大変、戦いはこの瞬間から始まりました。 

 入口ドァ－の前にはすでに長い列が出来ています。私の担当は 

加藤・若木両ワイズと共に‘図書･ビデオ’コーナー、前面の壁 

には、大きく‘3冊・100エン’と張り出してはいるものの、文庫本 

と大判のお料理の本とは違うしな…などと考えているうちに早や                                    

開始の合図が流れて…。…と思わず観音開きに開けられた入口に 

目を移すと、子どもさんを含む大勢の大人たちが…と思いきや、 

不気味なほどに静々と入場してきました…と見えたのも束の間、 

『目指す品物はどこ…。』と言わんばかりに…、私は何年か前に 

テレビで観たあの大震災のツナミを想い出していました…。 

この段階では‘図書コーナー’は まだ手持ち無沙汰です。 

‘日用品・雑貨コーナー’ではおサツでなく硬貨が飛び交い、                                                 

                                                    

☆バザーの値付け☆     吉原 和子        ☆第2例会報告☆      浦出 昭吉                                                                

    いつも頭を悩ませる‘値付け’、献品してくださった方々の好意

の品物、どのくらいの値を…？ 市場での値を参考に…、でも必要と

する人と いくら安くても必要としない人とでは価値が違ってくる

ので難しい。昨年より大分品物が少ない。「今年は一つひとつに値札を

付けよう…。」と仲間と話し合い、‘助っ人’に来てくれた専門学校生

の皆さんにも手伝ってもらい 頑張りました。結果、モノが少ない

割には売り上げが伸びたのは 何よりも遣り甲斐がありました。 

年を追うごとに 献品が少なくなる…と予想しますが、それだけに

値付けの大切さを感じます。 

 ときどき リサイクルショップに立ち寄り、参考に値段を見ますが、

決して安くないのです。友人が高級コートを持っていって3,000円で売

れたと喜んでいましたが、後日、そのコートには15,000円の値が

ついていたそうで…、彼女はがっかりしていました。商売とバザーは

違いますが、何とか売り上げを伸ばす方法を考えたいものです。 

それから 定着している「のみの市」のネーミング、‘ノミが湧い

ているような古着･ノミのようにどこからともなく人が集まってくる’

といったイメージ、次回からは『ワイズバザー』にしませんか…。 

終りに お手伝い頂いた学生さんやご家族･友人の皆さんに感謝

します。私たちだけではとても無理です。これからもよろしく…。 

日 時：１１月２１日（火） 18：30～20：00 

場 所：湘南とつかYMCA 205号室 

出席者：（メン）有田･長田･加藤･小俣･佐藤･鈴木･ 

土方･浦出 

   （メネット）加藤･吉原      計）10名 

◇ 報告事項 

① Y祭・値付け・バザー：１１/２・３(別掲) 

② YMCA/YWCA合同祈祷週礼拝：１１/１８（別掲） 

③ 第２回部評議会：１１/１８（別掲） 

④ YMCA・踊場地区センター関係：席上、資料配布。 

◇ 協議事項 

① １２月例会：１２/２・「新しいブランディングの話」 

② ‘のみの市’の呼称について：運営委員会に提案する。 

③ 沖縄YMCA記念誌献金の件：個人で行うほか、部に一任。 

④ メネットの集い：５名・時間までに現地集合する。 

⑤ 当面の日程の確認：第79回Y‐Y’s協議会 ほか。  

◇その他 

 ハピーバースディ 

 12月号ブリティンの原稿依頼      －以上－ 
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☆合同祈祷週礼拝に参加して☆     加藤 利榮 

           2017年度横浜YMCA/YWCA 合同祈祷週 

          礼拝が 秋も深まった11月18日(土)13:30～

15:00まで9階チャペルで開かれ、30名ほど

の参拝者の中に加えていただきました。 

        ‘立ち上がり、思い切って言いなさい。～

抑圧や、差別におかれた人々の声を～’が

今年の全世界YMCA/YWCAの共通テーマ、 

日本キリスト教団 馬込教会牧師で横浜クラブのメンバーでも

いらっしゃる押川 幸男 牧師から説教を頂きました。テーマは

「イエスの名によって立ち上がり、歩きなさい」(使徒言行録 3章

6 節から)、ノーベル平和賞授賞者で ベトナム戦反対も叫び、

抑圧や差別解放に一生を捧げたアメリカのキング牧師を例に、

そうした境遇に置かれている人々に今こそ声を大にして呼び

掛けよう…と、大変感動的で情感溢れるお話を伺いました。 

 終わって別室で茶話会に移り、唐崎 旬代さんの お元気で 久し

ぶりの‘ときよ節’も拝聴し、全体写真に収まり 散会しました。 

 

 

 

 

 

 

 

                    横浜YMCA広報室ご提供 

     ☆部評議会から☆         若木 一美  

 11月18日、第２回部評議会が開催されました。那覇と八景

クラブは委任状出席、他１７名の出席で会議は始まりました。 

 今回の最大の議事は次々期部長選考、今期もまた決まらない

状況です。これは何故決まらないのか真剣に考えないといけな

い大きな案件です。会員が高齢となった現在、部則等に拘束さ

れない「ゆるやかな運営」と「各クラブメンバーの協力」が必要

不可欠だと思います。 

CS 事業支援は昨年同様の支援が決まり、事業予算について

は一部補正提案がなされ、可決されました。 

 合同新年会は１月１３日に部会を開催したワークピアで開催

することが承認され、沖縄訪問は２月３日～４日に現地集合で

開催すること、沖縄 YMCA55 年史献金依頼については 部の

沖縄支援金3万円を充てることが決まりました。 

 報告では、区役員会が11月4日に開催され、10月20日現在、 

区の会員数は907名であること、第20回区大会は約29万円の

余剰金となり、埼玉YMCAに15万円、東日本大震災支援に残額

を寄附することが承認された等の報告がありました。 

 次期部長のころから3年間出席していますが、参加メンバー

も変わらずお顔馴染みなので、もう少し気楽に運営すれば部長

候補も現れるのでは…！などと感じました。 

 

 

 

 

☆メネットのつどい☆    加藤 明子 

 本年度の‘つどい’は 秋晴れに恵まれた11月25日(土)の

11時から関内中央YMCA ６階608号室において50名ほどが参加し、

いつものように 珍しいお話を聴き、お食事を頂き、おしゃ

べりを楽しみながら手も動かすなどのひと時を過ごしました。     

ヨコハマでやるのは久しぶりのこの‘つどい’、YMCAでの

開催はヨコハマでは初めて…（？）、ホスト役…ということで、

とつかから佐藤,吉原,鈴木,土方それに私と5人の精鋭が参加、

10時現地集合,設営･受付などをちょっとお手伝いしました。   

開会のセレモニーでは、栗本理事さんや田口総主事様からも

ご挨拶を頂き、お食事の頃からメンも参加しました。 

 メインのクイリング、初めに講義を、そして早速に実技…、

‘カード作り’に 1 時間余り、どうやらクリスマスカードも出来

上がりました。絵本贈呈の資金に…と持ち寄った‘ご当地お菓子’

を買い求めたりミニバザーも有って、定刻の15時30分には予定

したプログラムのすべてを終え、‘メネットのねがい’を合唱し、

記念撮影に収まり、ご挨拶を交わして帰路に就きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆湘南とつかYMCA運営委員会から☆   吉原 訓 

 第4回目の標記委員会が11月27日(月)18時30分から

4階会議室で開かれ、加藤(委員長)、若木両ワイズと参加しました。 

 当夜の議題①は、第3四半期（10～11月）の事業活動が

大高館長の司会で行われ、健康教育など9部門の責任者か

ら資料に基づき次々と報告があり、当方からも些細な事案

についても質疑し、双方緊張したひと時でした。 

 次に、議題②は 11 月3日に実施された「YMCA・い～

とつか祭」について、実行委員長の勝田委員と大高館長の

双方から詳細な結果報告と次回に向けた反省事項などが述

べられ、質疑も交わされました。結論的には昨年を上回る

募金額となり、先ずはホッと一段落といったところです。 

 さて、ここで加藤委員長から、「い～とつか祭の献品売り

の呼び名‘のみの市’という名称は、“ノミが湧いているよ

うな古着・ノミのようにどこからともなく人が集まる…”

といったイメージが強いので、この際、呼び名を改めては

いかがか。」という提案があり、意見交換の結果、次回から

‘ワイズバザー’と改称することでまとまりました。 

 終りに、次の第5回委員会の開催日は1月22日（月）・

「かしお」において開催、また、当面の日程なども確認し、

予定した20時に閉会となりました。 
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☆YMCAだより☆    施設長･担当主事 長田 光玄                          

～地域と共にある踊場地区センター～ 

 横浜市より指定管理者として横浜 YMCA が選定を受けて

14 年になります。昨年は 1 年間で 21 万 7 千人の方々が利用

され、横浜市に80ある地区センターで1番の利用者数となっ

ています。 

地区センターは、「地域の方々が集い、スポーツやレクリエ

ーションなどを通して仲間を作り自主的に活動していく場

所」とされています。YMCA運動で地域活動はとても重要です。   

11 月 5 日(日)には地域で実施している「文化まつり」に出

展させていただきました。体育館の少しのスペースをお借りし、

踊場地区センターで実施しているストレッチ体操を地域の

方々に体験していただきました。初めは少ない人数で始まり

ましたが、最終回には体育館に集うほとんどの方々に参加し

ていただきました。 

地区センターのスタッフ、YMCA人として地域に出ていく

ことの大切さを改めて感じた1日でした。 

 今年度も横浜市で１番を目指します!!! 

 

 

 

               

     

                                     

      

 

 

   

                                     

☆今月の歳時記から☆ 

‘大根干す だいこんほす’と‘行く年 ゆくとし’ 

‘大根干す’、たくあん漬けにする大根を干すことを意味し、

大根を洗って土を落とし、10本ぐらいずつを束ねて木や垣

根に掛け、十日ほど日に干します。初冬の頃、鹿児島県の

薩摩半島の南端では、名物･山川漬の大根干しが盛んに行わ

れます。南国の冬の風物詩となっています。 

  大根を水くしゃくしゃにして洗う   虚 子 

茶の垣の上にもおいて干大根     風 生 

  干大根ひる見夕見て暮れにけり    林之助 

次に‘行く年’、歳末のことを指していますが「年の暮れ」

のもつ慌ただしさはなく、流れるように過ぎ去っていく一年

を惜しみ 振り返るような気持ちを言い表しています。 

大晦日の夜、その家の主婦は台所の洗い物をしながらも、

一年の家族の出来事を振りかえる。行く年来る年、家内の安全と

健康を祈りたい気持ちになる。流るる年、年歩む、年逝く。 

行く年や壁に恥ぢたる覚書      其 角 

行年のともし火なりと明うせよ    虚 子 

  逝く年のわが読む頁限りなし      青 邨 

  逝く年を惜しむ船笛沖からも     匠太郎 

          〈午〉 

 ☆12 月・1 月のこよみ☆  

➢12/2 (土) 第1例会：湘南とつかYMCAホール・18：30～ 

➢12/5 (火) 第79回Ｙ-Ｙ‛ｓ協議会 関内中央 YMCA・501号室 

➢12/9（土）戸塚合同Ⅹ‛mas：湘南とつか YMCA・16:30～ 

➢12/19(火) 第2例会：かしお・１８：００～ 

➢12/21(木) 全Ｙ-Ⅹ‛ｍａｓ：湘南とつか YMCAホール・18：00 

➢1/13(土) Ｙ-Y‛ｓ合同新年会・ワークピアヨコハマ・18：00 

➢１/22(月) 湘南とつかＹ運営委員会：かしお・18：00～ 

  

～１２月会合のご案内～ 

      ◇ 1２月２日(土) 第1例会・18：30～ 

          １階ホール：「新しいブランディングの話」 

          卓話者：広報担当 池田直子さん 

      ◇ 12月19日(火) 第2例会・忘年会 

     18時～：‘かしお’へ直接お出でください。 

         会 費：3千円 

◇ 12月21日(木) 全Ｙ-X＇ｍａｓ・18：００～ 

    第1例会で出欠確認します。 

～ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ～ 

           （ 該当者なし ） 

         

【掲示板】              会  長 

◎ 第７９回Ｙ-Ｙ`ｓ協議会 

 △ ３か月に１度の割合で開かれるこの協議会は、 

６クラブ持ち回り、今回はカマクラが当番に…、 

従って、次回３月は、トツカの番になります。 

△ 全体を担当主事、議事は会長が務めます。 

△ 協議したい事項などありましたら、事前にお聞か

せください。 

◎ 教会クリスマス 

 △ 当日は、戸塚区内の全教会の牧師さんたちが湘南

とつかYMCA１階ホールに集まります。 

 △ 始めて、今年で１０回を超えました。 

 △ ウクライナの民族楽器パンドゥーラによるコンサ

ートもあります。 

◎ クラブ忘年会 

  △ １年１度のお楽しみ会です。 

  △ 時間までに 直接‘かしお’にお集まり願います。 

   △ 会費のオーバー分はクラブが負担します。 

 ◎ ‘YMCA・い～とつか祭’収支(上位ベスト3)のあらまし 

  △ ワイズバザー：１５３，８９０（前年比：＋11,726） 

  △ 乳児保育園： １５１，０５０（ 〃 ：＋12,790） 

 △ チャイハネ： １１８，４００（  〃 ：＋15,730） 

                         ほか 

募金総額：￥１，１０４，８６２（〃＋46,010） 

    ワイズバザーがいつもながら収入のトップです。 

    皆さん、お疲れ様でした。 

〈後記〉 

走り回る必要のない 落ち着いた師走を過ごすことが 

できますよう 心掛けてはいますが…。       〈T/K〉  
 


